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弘瀬喜代さん人権講演会(10月29日) 第1部
これまで３年間積みあげてきた人権学習総仕上げの

一環として，10月29日に人権学習講演会を開催しまし

た。テーマは，部落差別による結婚差別。実際に受け

た相談を例に挙げながら，弘瀬さんご自身にお話しい

ただきました。

結婚は，多くのみなさんが経験する出来事だと思い

ます。でも，その結婚に何らかの障害が生じたとき，

自分はどうするのか。どう考えればいいのか。その基

本を教えていただいたような時間となりました。「そ

の時」になって考えるのではなく，いろんな思いや考

えにふれながら，自分の生き方について考えていけれ

ばと思います。

みなさんの感想を中心に，講演会をふり返ってみた

いと思います。

当事者の人もつらい
今日の弘瀬さんのお話を聞いて，結婚差別の恐ろし

さが詳しく知れました。つとむさんとまりさんの話を聞い

て，最初はつとむさんが悪いと思っていました。しかし

弘瀬さんが言っていた，「部落差別をされていた人もも

ちろんつらいけど，親から反対をされ，結婚を予定して

いた相手からも別れようと言われて板挟み状態になっ

ていたつとむさんのような当事者の人もつらい」という

言葉を聞いて，苦しい思いをしたんだと思いました。

そして２つ目の話のまさひろさんとるみさんの話で

は，結婚を心から喜んでくれると思ったのに身内から裏

切られたときのまさひろさんはとても腹立たしかったと

思います。

結婚差別をされて納得したり，別れても後悔しない人

はいないと思います。そして，その反対をされたきっか

けとなった「部落差別をする人」は，ただ「自分の血筋

に部落の人の血を入れたくない」だとか，自分勝手な理

由で人の人生をめちゃくちゃにしているということに気

づいていないと思います。だからそういう考えを持った

人が少しでも減らせたらいいなと思いました。

２組坂元優太

「仲間の存在」だと思います。その大切さ。みなさ

んには今，自分の胸の内をきちんと打ち明けられる仲

間がいるでしょうか？

私の教え子の中にも，「部落問題・人権問題につい

て語り合っていたからこそ相談できる仲間がいて救わ

れた」という子がいます。逆に，そういった学習がな

くて相談できる仲間がおらず，孤立してしまった部落

外の子もいます。部落，部落外，関係なく，胸の内を

相談できる仲間の存在が大切だということを，弘瀬さ

んは教えてくれたのだと思います。

胸の内を相談できる仲間がいるという人，まだいな

いという人，それぞれかもしれません。いないという

人も焦る必要はありません。いつかそんな人ができる

ように，そんな自分になっていくことです。人に信頼

される自分になっていくことです。そんな人は，高校

に行っても，社会に出ても，信頼される人になってい

くのだと思います。

嘘をつかない，人の

悪口を言わない，時

間を守る，自分を誤

魔化さない，そんな

自分をめざしていく

ことです。

そして最後に書いてくれたように，「減らす」のは，

まず「あなた」からです。共に頑張りましょう。

全く他人事じゃなく身近なこと
今日は同和問題というものがとても身近なものに感

じられ，改めて私の考えをもう一度考えさせられる素晴

らしい講演だったと思います。

話を聞いていると，弘瀬さんが話し上手というのもあ

ると思いますが，とても心苦しい気持ちになりました。

今まで私は，同和問題は本当に大事な問題であり，自

分が深く考えてなくしていかなければいけないと思って

いましたが，私の身近には起こっていないなどと，どこ

か他人事のように捉えていたと思います。でも，今回弘

瀬さんが話してくださったのは，どれも徳島で起きたこ

とで，もしかしたら私の遠い遠い親戚や先祖が，その問

題に悩まされていたかもしれないと考えると，全く他人

事じゃなくて，すごく身近なことなんだなと思いました。

そして，今までにはなかったとしても，今後の人生でも

しかしたら，自分か私の身近な人がそういう問題に関

わってしまうかもしれないと考えると，弘瀬さんの話が

すっと心に入ってきました。

同和地区出身というのは，たまたまその場所に産ま

れたというだけで，その人は何も悪いことはしていない

ので，そういう肩書きで差別したりするんじゃなくて，そ

の人自身を，その人の中身を見てあげるべきだと思い

ました。



弘瀬さんがおっしゃっていた本当の友達というのは，

私にも一人います。その子にはいろいろ相談に乗って

もらったし，逆に相談してくれたりもしました。本当に大

切な友達です。もし私が助けを必要としていたら，私は

その子に助けを求めると思います。そして，もしその子

が助けを求めていたら，私に求めてきてくれると思いま

す。これから本当の友達ができるかは分からないけど，

助けが必要なのであれば，求められる人になりたいで

す。そして，同和地区に悩んでいたり，もしくはそれ以

外でも何か困っていたら力になってあげたいです。そし

て，周りに惑わされず，自分の意思もきちんと言いたい

と思います。 ５組坂田妃奈

同和問題についての学習をするとき，他人事になら

ないように学習することが，まず大切なことと言えま

す。これは他の差別問題でも同じです。他人事と捉え

ているうちは，どこかで，「自分とは関係ない」「ど

こか遠くのこと」と思っているものです。残念ながら

それでは，問題の解決に結びついてはいきません。

よくみなさんが書く文の中に，「(助けて)あげたい

と思います」とか，「(差別が)なくなったらいいと思

います」とか書かれていることがあります。恐らく，

正直な気持ちでしょう。けど，考えてみてください。

困ったときに助け合うのは当

たり前ではないですか？であ

れば，「助けてあげる」とはな

らないはずです。困ったとき

に助け合うのは当たり前なの

ですから。自分が困ったとき

に助けてほしいのなら，誰か

が困ったときにも助ける。こ

れ，当たり前です。「あげる」

ではないのではないでしょう

か。

また，「なくなったらいい」というのも，どこか他

人事のように聞こえます。そこには，「誰かがなくす

ことであって，自分には関係ない」という思いが透け

て見えます。

こんなふうに書いてしまえば，「そんなに書かなけ

ればいいんだ」と思う人もいるかもしれません。でも，

そういう問題でもありません。大切なのは，自分がど

ういう心持ちになるかです。心持ちは，言葉となって

自然に現れます。ですから，本当に他人事ではなく，

自分事に変わっていくことです。そうすれば，言い方

も，書き方も変わってくるのだと思います。大切なこ

とは，心持ちです。

他人事にならないために，２月にはシンジさんとは

なちゃんに話をしに来てもらいました。そして今回は

弘瀬さんに話しに来てもらいました。少しは自分事に

なったでしょうか。そしてこの先，もし部落差別に出

会ったとき，自分を見失うことなく，周りに流されず，

自分の思いをきちんと伝えられるでしょうか。この問

題に限った話ではありません。これから訪れる長い人

生は，選択の連続です。中学卒業後の進路選択につい

てもそうです。そのときに，自分の考えをしっかり持

ち，自分をあまやかすことなく生きていくことです。

そんな自立した人になっていってください。

心が聴く
喜代さんが，まりさんとか人に寄り添って話をしてい

ることがすごいなと思いました。まず，人は言葉で何か

変わるのではなく，心が聴いて変わるというのを聞い

て，何かものすごく心がじ～んとした気がしました。

一つめの事件では，心を許すことのできる友達がい

ることの大切さを改めて感じました。それに，他人の人

生ではなく，自分の人生というのも聞いて，返事をうや

むやにするより自分で，いいのか悪いのかを判断しな

ければいけないなと思います。

二つめの事件では，おじさんにめっちゃムカつきまし

た。二人が結婚しておじさんにデメリットがあるんか?!っ

てめっちゃムカつきました。世の中いろんな考え方や感

じ方があるんだなと思いました。

喜代さんの，「ここ笑うとこじょー」みたいなのがすご

い面白かったし，聞いていて楽しかったです。結婚差別

は，将来自分の近くの人にあるかもしれないから，その

時は，自分の意見をはっきりと伝えられる人になりたい

です。 ３組藤本詩

人権学習で一番大切なものは何かとずっと考えてき

た私なりの結論。それは，「熱」。

「情熱」と言い換えてもいいかもしれません。「情」

は，「青い心」と書きます。ここで言う「青」とは，

「未熟な」とか，「若い」という意味です。たとえ未

熟だとしても，「若い心の熱」。いいじゃないですか。

人権学習で最後に大切なものは，この「情熱」や「熱」

だと思っています。

みなさんは１年生の時から，「日本の人権獲得の歴

史」として，日本の中世，近世，近代，現代と学んで

きました。でも，どれだけのことが残っているか挙げ

てみてください。もしかすると，何も残っていないか

もしれません。それでも，中学校の人権学習の最後に

学んだこととして，「人権学習に大切なのは熱」だと

覚えておいてもらえたらと思います。

というのは，人のなかには，小難しいことや詳しい

ことは全然知らなくても，何が正しくて何がおかしい

かを，直感的に感性で見極めて言える人がいたりしま

す。そしてその言葉が，妙に説得力があって，「熱」

がこもっていたりします。まっすぐな，強い思いに勝

るものはないのだと思います。みなさんにも，弘瀬さ

んの「熱」い思いが伝わったのではないでしょうか。

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

第２部に続きます。


